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　皆さまの温かいご支援に支えられ、今年も１０月１日
から、「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に始まりま
した。
　下松市共同募金委員会では、下松市役所で開始式を
行った後、広報車による啓発活動を行いました。
　お寄せいただいた善意の募金は、下松市の福祉の充
実に役立てられます。
　市民の皆さまのご参加とご協力をお願いいたします。
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赤い羽根共同募金
下松市のまちを良くするしくみです！

　「困ったときはお互いさま」の精神から始まった赤い羽根の募金運動。
世の中の、誰もがしんどい今こそ、そのチカラを発揮するときです。
　赤い羽根募金活動は、毎年１０月１日から全国一斉に始まります。
みんなのためにと思ったことが、あなたの町のためへとつながっていきます。
それは、あなたの住む町を変えていくはじめの一歩となるはずです。　
　期間中に、いろいろな形での募金を行いますので、あなたのやさしい気持ちをお待ちしております！

下松市で行われる共同募金助成事業

意志あるお金、募金のチカラ。

令令令和和和２２年年年度度度下下下松松松市市市分分分のの助助助成成成金金金はは、、77,,224455,,338855 円円円でですす。。

自治会を通じて、各戸（世帯）に
呼び呼 かける募金です。

小・中・高校に協力を
呼び呼 かける募金です。。

職域募金職域募金
企業や団体の従業員・構成員の
かたに協力を呼びかける

募金募金募金募 ですですですす。。。。

法人募金法人募金
市内の企業や法人などに
協力を呼びかける
募金募金募金募 ですですですす。。。。

▼ 対象となる団体
・住民福祉向上のための福祉活動を行う団体で、少なくとも１年以上の活動がある団体
・１年以内に設立された団体で、住民の福祉向上に効果が認められる事業を計画する団体

▼ 対象事業
・高齢者を支援する活動
・障がい児（者）を支援する活動
・児童、子育て支援に関する活動
・その他住民福祉活動に寄与する団体
※ただし、団体の運営に要する経費や趣味
　及び娯楽性の高い備品等は対象外です。

▼ 助成限度額
１年度につき１団体 20万円以内

▼ 選　　考
下松市共同募金審査委員会を経て助成の可否を決定

山口県共同募金会 下松市共同募金委員会では、地域福祉活動やボランティア活動等
市内の団体が行う地域福祉活動を財源面で支援します

お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

資 料 請 求
問い合わせ先

下松市西市二丁目 10 番 16 号　下松福祉センター内
山口県共同募金会 下松市共同募金委員会（下松市社会福祉協議会）☎412242

募集期間　令和 2年 11 月 1日～ 11 月 30 日募集期間　令和 2年 11 月 1日～ 11 月 30 日

皆さまから寄せられた共同募金は、下松市における各福祉分野の活動に助成し、
有効に活用させていただいております。
皆さまから寄せられた共同募金は、下松市における各福祉分野の活動に助成し、
有効に活用させていただいております。

子どもたちのために
300,000 円
子ども会活動助成、

こども 110番の家のぼり旗整備費として

高齢者のために
3,825,385 円

一人暮らしの方へのふれあい弁当、
シニアクラブへの事業費として

母子家庭のために
110,000 円

当事者団体への事業費として

障がい者のために
1,110,000 円

各当事者団体の活動を支援する
事業費として

歳末たすけあいに
324,800 円（昨年末に交付されました）　

ふれあい交流ベンチ購入費として
ふれあいいきいきサロン年末年始活動支援事業、

年末施設見舞い、ひとり親世帯へ

地域の福祉活動のために
1,900,000 円

地区社協の育成と活動を支援する
ための活動費として

意志意 ラ。
松市下松

はお互

下

「困ったときは
世の中の 誰もが
「困ったときは

戸別募金戸別募金 学校募金学校募金
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くだまつ社協だより
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
の
未

来
を
担
う
人
材
養
成
の
た
め
、
社
会
福

祉
士
を
目
指
す
実
習
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
、
8
月
17
日
か
ら
9
月
4
日

の
15
日
間
の
実
習
を
終
え
た
学
生
か
ら

の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

15
日
間
、
下
松
市
社
協
の
皆
様
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
サ
ロ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
大
藤
谷
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
で
は
、
住
民
の
方
に
交
じ

り
ゲ
ー
ム
や
体
操
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
地
域
の
人
の
温
か
さ
に
ふ
れ
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

下
松
市
社
協
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
は
、
知
識
が
増
え
た
だ
け
で

は
な
く
、
多
角
的
に
物
事
を
見
る
力

や
社
会
福
祉
士
と
は
何
か
を
考
え
る

機
会
に
も
な
り
、
こ
の
経
験
は
私
に

と
っ
て
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

徳
山
大
学
　
福
祉
情
報
学
部

3
年
　
冨
永 

さ
ん

山
口
県
立
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

3
年
　
吉
河 

さ
ん

山
口
県
立
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

3
年
　
山
本 

さ
ん

15
日
間
の
実
習
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

サ
ロ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区

社
協
の
情
報
交
換
会
な
ど
下
松
市
内

の
地
域
を
訪
問
す
る
機
会
を
多
く
い

た
だ
き
、
地
域
の
方
々
と
か
か
わ
り

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習

を
通
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

座
学
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
の
心
配
も
あ
る
中
で
、
実

習
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
下
松

市
社
協
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
の

15
日
間
、
実
習
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

実
習
中
は
社
協
の
業
務
を
詳
し
く

講
義
形
式
で
学
び
、
職
員
と
一
緒
に

訪
問
や
サ
ロ
ン
、
情
報
交
換
会
等
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
り
と
大
学
で
は

学
べ
な
い
様
々
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
も
私
た
ち
実
習
生

を
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
り
、
温
か
い

言
葉
や
気
持
ち
を
頂
き
ま
し
た
。「
頑

張
っ
て
」
の
声
掛
け
に
い
つ
も
元
気

づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
短
い
実
習
の
中
で
得
ら

れ
た
も
の
を
今
後
の
糧
に
し
、
残

り
の
大
学
生
活
を
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

社
会
福
祉
士
実
習
報
告

社
会
福
祉
士
実
習
報
告

社
会
福
祉
士
実
習
報
告
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善
意
の
花
束

善
意
の
花
束

香
典
返
し

瑞
穂
町	

大
和	

登
子	

様	
八
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
貞
夫	

様

一
般
寄
付

周
南
市	

木
村	

茂	

様	

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
累
　
計	

八
〇
、〇
〇
〇
円

美
里
町	

匿
名	

様	

四
、五
〇
〇
円

柳
ク
ラ
ブ
火
曜
日
会	

様	

六
、〇
〇
〇
円

瀬
戸
内
ひ
ら
め
友
の
会	

様	

一
四
、六
〇
四
円

　
累
　
計	

二
、八
六
七
、四
二
一
円

匿
名	

様	

五
、〇
一
八
円

切
　
山	

故		

林	

智
惠
子	

様	

　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

指
定
寄
付

日
立
製
作
所
労
働
組
合
笠
戸
支
部	

様	

一
六
六
、一
〇
九
円

　
累
　
計	

一
七
、七
八
五
、八
二
九
円

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
善
意
銀
行
に
忌
明
け
そ
の
他
の
厚
志
を

含
め
て
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
氏
名
・
金
額
は
ご
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

　

令
和
2
年
6
月
17
日
～
令
和
2
年
9
月
15
日　

受
付
分

　
善
意
銀
行
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
こ
こ
ろ

の
こ
も
っ
た
金
銭
や
物
品
を
お
預
か
り
し
、

そ
の
善
意
を
社
会
福
祉
等
に
役
立
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
善
意
銀
行
は
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 物

品
寄
付

マ
ル
ハ
ン
下
松
店	

様	

お
菓
子

介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
）	

四
件

リ
ン
グ
プ
ル	
一
六
件

使
用
済
切
手	

一
三
件

ひ
と
り
親
世
帯
見
舞
金
の

ひ
と
り
親
世
帯
見
舞
金
の

　
　
　
　  

交
付
申
請
の
ご
案
内

交
付
申
請
の
ご
案
内

　

共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
、

12
月
１
日
か
ら
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
に

対
し
て
、
見
舞
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
（
申
請
が
で
き
る
世
帯
）】

○
10
月
１
日
現
在
及
び
見
舞
金
交
付
時
、

下
松
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
す
る

世
帯

○
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
用
）
を
お
持
ち
の

世
帯

○
交
付
予
定
額

　

一
世
帯
あ
た
り 

五
、〇
〇
〇
円

★
た
だ
し
、
在
宅
介
護
見
舞
金
・
交
通

遺
児
見
舞
金
受
給
者
を
除
く

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
は
、
下
松
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
市
役
所
長
寿
社
会
課
（
1
階
10

番
窓
口
）、
市
役
所
各
出
張
所
、
末

武
公
民
館
、
中
村
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
10
月
26
日
（
月
）
か
ら
配

布
し
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
、
押
印
の
う
え
下
松
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。（
申

請
書
は
下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

【
添
付
書
類
】

　
申
請
者
で
あ
る
保
護
者
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
用
）
の
写
し
を
添
付
し
て
下

さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
11
月
2
日（
月
）か
ら
12
月
4
日（
金
）

ま
で
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
※
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　（
郵
送
の
場
合
は
12
月
4
日（
金
）必
着
）

【
交
付
方
法
】

　
申
請
書
の
確
認
後
、
対
象
者
に
は
、

民
生
児
童
委
員
を
通
し
て
、
12
月
以

降
に
見
舞
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
7
4
4
-0
0
7
8

　
下
松
市
西
市
二
丁
目
10
番
16
号

　
下
松
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㊶
2
2
4
2
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・ボランティア活動をしてみたい！
・何か始めてみたい！
・このグループってどんなことしてるの？

と思われた方は
下松市社会福祉協議会まで
ご連絡ください。

下松市ボランティア連絡会 登録グループ 一覧（2020 年 7 月現在）
グループ名 主な活動

下松点訳・音訳友の会 各種情報を点訳・音訳などを通じて視覚障害者等へ提供する活動および、
福祉教育への協力などの市民啓発活動

下松手話あじさいの会 手話の学習、聴覚障害者との活動・交流、行事の準備、関係団体行事へ
の参加・協力、学校等への協力・指導

下松ＢＢＳ会 青少年非行防止活動・防犯活動
まつぼっくりの会 布おもちゃ・布絵本の製作、貸し出し
下松認知症を支える会　
えくぼの会

家族の集い・いきいきサロンの開催、施設見学、認知症サポーター養成
講座・介護についての研修

話そう会 各施設へのお話し相手ボランティア活動や施設行事への参加協力、定例会
つくしの会 独居老人への配食サービスの実施、愛のバザー等福祉活動への参加
花岡地区会食グループ 公民館にて独居老人への会食サービスの実施
久保独居会食サービスグループ 独居老人への配食会食サービスの実施
末武福寿会 独居老人への配食会食サービスの実施、公民館行事への協力
中村和らぎ会 独居老人の配食事業 ( 年 6 回）、学童の通学時の立哨、100 歳体操
米川ボランティアグループ 独居老人への配食サービスの実施、愛のバザーへの協力
七浦つくしの会 独居老人への配食サービスの実施等
なでしこの会 独居老人への配食サービスの実施、公民館・地域事業への参加・協力

花岡社協ボランティア部 慰問ハガキの送付、花鉢配布、横断歩道の立哨、高齢者施設への慰問、
おりがみ教室、音楽演奏

腹話術小鳩会 腹話術・手品・紙芝居で、施設・公民館等への演芸訪問、ボランティア
行事への参加・協力、夏休み親子腹話術・手品の体験講座の開催

たんぽぽの会 唄と踊りを中心に施設や敬老会等への演芸慰問、地域のイベント等への
参加

ひまわりの会 切手収集整理、施設慰問

潮音民謡同好会 三味線民謡を通じて、福祉施設や地区の各種イベント等に参加、研修会
の実施（月 2 回）

はごろもグループ カラオケでの施設への慰問
筝友会 介護施設を巡り、筝・三弦・尺八による邦楽・童謡等の演奏訪問
ケルティックハープ竪琴の会 施設や病院での演奏活動
この街 朗読・歌・カラオケ・笑いヨガによる施設訪問活動

11 ＝Ｊａｃｋ 福祉・介護イベントでのパフォーマンス、地域・福祉施設ボランティア、
研修会・講演会の参加・開催
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6月29日、下松福祉センターで市内各地区社
協の代表者が集まり地区社協長連絡会議を開催
しました。
　本年度の社協事業についての説明の後、コロ
ナ禍での各地区での行事の取組状況等意見交換
を行いました。
　本年度はどの地区も行事を中止や縮小しての
実施としており、新型コロナウイルス感染予防
に配慮した取り組みをしていました。

　８月７日、下松福祉センターで各地区の福祉
員が集まり福祉員連絡会議を開催しました。
　事務局から連絡事項についての説明の後、グ
ループに分かれて「平常時、新型コロナウイル
ス感染症の影響下での地区での活動状況」を
テーマに情報交換を行いました。グループワー
クでは飛沫感染シートを設置して、感染予防に
気をつけました。
　皆さん久しぶりの集まりということで、貴重
な時間を共有しました。

８月２０日、久保公民館で久保地区の福祉員・民生児童委
員が集まり研修会が開催されました。
コロナ禍の中、感染予防に気をつけて、公民館の２階講堂
でそれぞれの間隔をあけ、窓を開け、扇風機を複数台回して
研修会が開催されました。
福祉員の役割についての説明の後、各地域に分かれ担当の民生児童委員と
福祉員がお互いの顔合わせを行い、これからの活動に向けて、連携を深める
こと 確を確認しました。

　７月から９月にわたり、市社協職員が市内15の各地区社協を訪問して、情報
交換を行いました。
　その中で、普段は聞けない、各地区での現状や課題、問題点等についても聞
くことができ、大変有意義な時間になりました。

地域性を再確認

☆地区社会福祉協議会（地区社協）とは
住民一人ひとりが社会福祉に参加して、地域の中の助け合いを育てていくため

の住民組織です。地区住民や自治会、民生委員などから選出された代表者によっ
て構成され、私たちの生活上の問題や課題について話し合い、問題解決のための
活動や福祉の風土作りを進めて行く活動をしています。
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次回発行は来年 2月号です

地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
このような事で困っている方はいませんか？

ＡＴＭの使い方や
手続きに毎回迷っ
ている高齢者がい
るんだけど・・・

買い物に来ては小銭をひろげ
て「この中から取ってくれ」
と言いお金を数える事がむず
かしそうだけど。

離れて暮らす父親が、
最近物忘れが出てき
て通帳やハンコをよ
く失くすので心配。

近所のおばあちゃん
に支払いを頼まれる
事があるけど、この
ままでいいのかしら。

問い合わせ    下松市社会福祉協議会　☎41-2242

ぜひ一度、社会福祉協議会までご相談下さい !!ぜひ一度、社会福祉協議会までご相談下さい !!ぜひ一度、社会福祉協議会までご相談下さい !!
お困りの方の暮らしの安心をお手伝いする制度です。相談は無料です。

●認知症や知的障害・精神障害などにより必要な福祉サービスを自分の判断で適切に選択・利用する事
が難しい方。（身体障害での利用は不可です。）
●契約能力および利用意志のある方。

対象者（以下の全てにあてはまる方）

場　所 スターピアくだまつ 展示ホール

内　容 式　典・・・・・・ 13:30 ～
　開会行事・功労者表彰

【問い合わせ】
下松下松下松市社市社市社会福会福会福祉協祉協祉協議会議会議会　☎ 41414122224242 FFAXAX 41414123233030

令和 2 年度

新型コロナウイルス感染予防のため、
式典のみ開催します。

日　時 令和 2 年 11月 17日（火）
13：30～ 14：10

　7 月 21 日、下松市社会福祉協議会に所属する
ボランティア団体の代表者が集まりボランティア
連絡会が行われました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症予防のため、
全体会議の時間を短縮し、3 つのグループに分か
れて情報交換を行いました。
似ている活動をしている団体ごとに分かれて

行ったため、活発な意見が交わされました。他の
団体のことを知ることができ、これまで以上に団体
同士のつながりが強くなるよい機会になりました。

その他 入場制限あり

手話通訳・要約筆記あり

今年度は来賓・本会理事・受賞者および受賞者の
関係者のみで開催します。（（ （（

8

くだまつ社協だより


